
平成２２年度 事業報告書 

平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日 

 

                        特定非営利活動法人安房文化遺産フォーラム 

 

１．特定非営利活動事業の成果 

戦争遺跡など安房地域に “今あるもの”を活かす「地域まるごと博物館（エコミュージアム）」構想をヨコ

軸に、市民の生涯学習をタテ軸に掲げ、スタディツアーガイドや書籍発行を中心に、市民が主役のまち

づくり事業を実践してきた。活動が評価され、日本都市計画家協会よりまちづくり教育部門賞を受賞した。 

コミュニティの交流拠点「小高記念館」では月に一度、会員相互が講師となって、それぞれの得意分野

や趣味、生き様などを語り、学び合う「知恵袋講座」を開いており、３９回目を迎えた。 

第９回日中韓青少年歴史体験キャンプでは、アジアの東端に位置する南房総・安房に三国の中高大

学生ら１６０人が集い、１週間にわたってフィールドワークと学習や討論を重ね、東アジア１００年の歴史を

学び、未来に向けた平和宣言を作成。地域のさまざまな団体が関わり、充実した交流を深めた。 

少子高齢化の深刻な富崎地区の活性化を目ざし、事務局を付託されている「青木繁《海の幸》誕生の

家と記念碑を保存する会」では、前年に採択された国土交通省「新たな公」によるコミュニティ創生支援モ

デル事業が、３年計画予定だったところ、国の仕分け作業により単年度事業で終了となったため事業推

進に困難が生じたが、次年度の「青木繁・没後 100 年」に向けて準備をすすめた。 

国分地区を中心に、毎年供養祭の行なわれてきた万石騒動・安房三義民が３００年祭を迎えるにあた

り、実行委員会として参画。先人たちの偉業を継承し、地域住民の誇りを育み、記念碑の建立と記念誌の

発行をした。 

 

 

２． 特定非営利活動に係る事業実施に関する事項 

事業名      ①文化財や戦争遺跡を活用したガイド事業 

 

事業内容       文化財や戦争遺跡を活用して、学校の平和研修や総合学習はじめ公民館講座や各

種団体の地域づくり視察等スタディツアーの有償ガイド活動、講演をはじめ、個人・小グ

ループ向けには赤山地下壕の無料ガイドサービスを実施。 

            一般公開されている赤山地下壕（館山市指定史跡）以外の戦争遺跡（民有地や国有

地）の草刈り、照明修理等の整備を実施。調査研究、ガイド養成講座（４回）を実施。 

実施日時     年間を通じて随時 

実施場所      安房郡市の文化財や戦争遺跡の現地見学と公共の施設など 

従事者数     延べ４００名 

受益対象者の範囲及び人数   見学者延べ３，４３５名 ９５団体 

支出額（千円）  ６８８千円 

 

事業名       ②書籍等出版販売事業 

 

事業内容      地域の埋もれた歴史・文化を調査研究し、房総半島固有の地域像を紹介したガイドブ 

ックを作成し販売。「あわ・がいど」シリーズ４部作『戦争遺跡』『房総里見氏』『海とともに

生きるまち』『安房 古道を歩く』をはじめ、里見叢書『今よみがえる里見忠義の足跡』、

論文集『足もとの地域から世界を見る～授業づくりから地域づくりへ』、あわがいどマップ

シリーズ『海軍のまち館山』『黒潮の漁村富崎』。新規に『小学生が作った館山のタカラガ

イ図鑑』を作成。ともに館山市内の一般書店で有償頒布。簡易パンフレット「安房国再発



見」は無料配布している。 

実施日時     年間を通じて随時 

実施場所      見学現地及び書店 

従事者数      ２０名 

受益対象者の範囲及び人数     不特定 （頒布数は約３，０００冊） 

支出額（千円）  １，３８６千円 

 

事業名      ③ その他の特定非営利活動事業 

 

事業内容       地域の文化遺産を活用する多様な取組みは、広く国内外のネットワーク連携により

幅広く実施。第９回日中韓青少年歴史体験キャンプでは、アジア東端の当地にて東ア

ジア 100 年の歴史を見つめ直し、三国の若者がフィールドワークと討論を重ね、地域住

民との交流を図った。 

第 15 回戦争遺跡保存全国シンポジウム南風原大会では、戦争遺跡を活用した平和

学習の実践について全国の先進事例としてパネリスト報告、平和博物館と次世代への

継承分科会でも実践活動報告。館山の戦争遺跡を舞台に 2005 年に制作された映画

『赤い鯨と白い蛇』は、他県の自主上映会にて配給および講演を実施。 

            一方、年々多様に広まる地域課題を浮き彫りにし、他地域の事例を学びながら、市民

自らが解決策やまちづくりを考える「癒しの海辺のまちづくりシンポジウム第二弾」、およ

び話し合う場を開催。 

            月に一度、ＮＰＯ会員が語り手となってそれぞれの専門分野や趣味などを紹介し、会

員相互の交流を図る知恵袋講座は、４年目 39回を迎えた。 

            

実施日時・場所等   別表のとおり 

支出額（千円）  ４，７５６千円 

実施日時 

主たる事業名 

実施場所 従事者数 受益者の 

範囲と人数 

支出額 

(千円) 

2010.8.4～8.9 

日中韓青少年歴史体験キャンプ in 南房総 

館山市 

南房総市 

50 名 160 名 1,438 

2010.6.12 

まちづくりシンポジウム～立て直そう館山 

館山市 40 名 800 名 457 

2010.6．18～22 

戦争遺跡保存全国シンポジウム南風原大会 

沖縄県 3 名 400 名 195 

2010.4～2011.3  ＊委託事業（e-旅研究会） 

地域資源アドバイザー事業 

館山市 5 名    不特定多数 157 

2011.7～9 

映画『赤い鯨と白い蛇』配給 

神奈川県 

埼玉県 

1 名 200 名 71 

2010.4～2011.3 

知恵袋講座（11 回） 

小高記念館 １５名 220 名 34 

2010.4～12 

ウミホタル合唱団 

館山市 

南房総市 

10 名 500 名 43 

 

 

３．特定非営利活動事業の表彰 

日本都市計画家協会まちづくり教育部門賞 受賞 


